第６学年○組　　道徳指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成○○年○月○日　○曜日　第○時　　　　　　　
指導者　○　○　○　○
１　主　題　名　　　美しい心　　３－（３）畏敬の念
２　主題設定の理由
（1） 価値観　 
美しいものや気高い行為は，自己中心的な心を洗い流し，すがすがしい心を呼び覚ます働きをもっている。したがって，人間には，もともと美しいものに感動したり，崇高なものにあこがれたりする心がある。
美しいものを美しいと感じ取り，崇高なものを崇高として感じ取る心を育てることは，人格を形成していく上で極めて大切なことである。
そこで，本主題では，人の行為の中にある気高さ崇高さを感じ取らせ，人の心の中に潜む美しさを尊ぶ気持ちを育てたいと考えた。
（2） 児童観
児童の日常生活を見ると，テレビやゲームなどの刹那的な享楽を得られるものに興味をもつ子が多く，自然や偉人の伝記など美しいものや崇高なものに心をひかれる子は少ない。また，心や価値観を揺さぶられるような感動的な体験をしたことがほとんどない。
そのため，美しいものや崇高なものに出会っても，気付かなかったり，無関心な態度をとったりする場合がある。

そのような理由から，人の行為の中にある美しさ，崇高さを感じ取らせ，すばらしいものを尊ぶ気持ちを高めさせたいと願った。
（3） 資料観   
本資料は，30年という長い年月の間，人々のために山を切り開き，洞門を作り上げた了海と，了海を取り巻く人々の行為や思いから成り立っている。
第１の着眼点は，了海の行為に心打たれた村人たちが工事に加わるようになった場面である。陰口を叩いていた村人たちが了海の姿を見て心を打たれ，行動を改めた理由を考えさせたい。
第２の着眼点は，了海の生き方と武士の気持ちである。了海が山をくり抜こうとした理由を考えさせることで，了海の行為の奥に潜む，無償の心に気付かせたい。　
次に，武士の気持ちを追求させる。親の仇である了海への仇討ちよりも大切なことに気付いた武士の気持ちを考えることで，私心よりも大切で崇高なものがあることに気付かせたい。
了海と武士の気持ちを中心に考えていくことで，ねらいとする価値にせまりたい。
３　本時のねらい
　ｏ人の行為の中にある気高さや崇高さを感じ取り，心の美しさを尊ぶ気持ちを高める。
４　準備・資料
　ｏ中心資料名「青のどう門」　出典「明るい心（補充資料）」（愛知県教育振興会）
　ｏ児童……私たちの道徳
ｏ教師……場面絵
５　関　　連
道徳　「葉っぱのフレディ」(命の営み)
６　指導過程
	段階
	学　　　習　　　活　　　動
	時間
	指　導　上　の　留　意　事　項

	方向付け


	１　資料「青の洞門の写真」を見て，思ったことを発表する。
２　資料「青のどう門」を聞き，話し合う。
　　・了海一人では申し訳ないから。
　　・自分たちで村を盛り上げたいから。　
・了海の生き方に勇気をもらったから。


　　・仇を目の前にして待てるはずがない。　
　　・なぜ，了海を村人たちはかばうのか。

　　・了海は，なぜ命乞いをしないのか。
　　・こんなにみんなのためにがんばる人が私の親の敵なのか…。
　　・命を奪いたいが，奪えばこの村の人が困ってしまう。


・仇討ちよりも大切なことに気付いた。

・了海を父の敵と思えなくなった。
・人のため，世のために尽くした人を自分だけの恨みで討つことはできない。


　　・30年，長かったけど人々の姿喜ぶ姿を
見ることができてうれしい。　（了海）
・了海の生き方から父の仇を忘れるほどの大切なことを教えてもらった。
（武士）
３　気付いた価値を基に，生活を振り返り自己を見つめる。
ｏ人間の力を超えていると思えるものに出会い，感動したときのことを「私たちの道徳（P.117）」に書き，発表する。
４　教師の話を聞く。
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	ｏ青の洞門の実際の写真を見せることで，資料や学習内容への関心をもたせる。
ｏひたむきに人のために努力する了海の姿を見て，心を打たれ，気持ちを変化させた村人の気持ちに共感させる。


ｏ村人の気持ちや了海の思いを取り上げることで，揺れ動く武士の気持ちに共感させる。
ｏ武士の心を変えさせたものを追求することで，私心よりも貴く，気高いものがあることを感じ取らせたい。
ｏ二人の気持ちを考えることで，やりとげることの大切さや，私心よりも崇高なものがあることに気付かせたい。
評二人の行動や気持ちを通して，人の行為から生じる心の美しさを感じとることができる。　　　　　　　　　　　　（発表）
評身のまわりを振り返り，人の行為の中にある美しい心を感じ取ることができる。
（私たちの道徳，発表）
ｏ人の行為に潜む美しさに感動した経験を話す。
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７　本時の評価
　ｏ了海や武士の行為を通して，人の行為の中にある気高さや崇高さを感じ取り，美しい心の尊さに気付くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（私たちの道徳，発表）
８　備　　　考
ｏ本時までに偉人などの伝記を読み聞かせすることで，崇高なものや気高いものに触れる経験を与えておく。
ｏ人々のために身を粉にして働く了海と，了海に恨みをもつ武士という相反する２人の気持ちを考えることを通して，人の行為や心の美しさを感じ取らせたい。

９　指導と評価
かげ口をたたいていた村人が，了海を手伝うようになったのはどんな気持ちからでしょう。





道ができるまで命を取るのを待ってほしいという了海の願いを聞いたとき，武士はどんな気持ちだったでしょう。





武士が了海を討つのをやめたのは，どんな気持ちからでしょう。





青い光に照らされながら，だまっているときの二人はどんな気持ちだったでしょう。








補なぜ，了海は自分の命よりも道を造ることを願ったのでしょう。


補武士の手が震え，顔が真っ青になったのはなぜでしょうか。
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